
平成16年度
幹事会活動報告

次世代高度ﾈｯﾄﾜｰｸ推進会議
幹事会　代表幹事

青山　友紀

次世代高度ネットワーク推進会議（第2回）



1 

１．幹事会体制

◆幹事会は、「次世代高度ネットワーク推進会議」の円滑な運営を図ることを目的として、同
会議により下部組織として設立されたものである。具体的には以下の活動を実施した。

（１）　JGNⅡの運営方針の検討
（２）　JGNⅡ以外の国内外のネットワークとの相互接続に関する検討
（３）　JGNⅡを利用した国内外の研究開発に関する具体的な推進方策の検討
（４）　シンポジウム等JGNⅡの広報に関する検討
（５）　その他推進会議の円滑な運営に係る事項の検討

◆幹事会は、「次世代高度ネットワーク推進会議」の円滑な運営を図ることを目的として、同
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（２）　JGNⅡ以外の国内外のネットワークとの相互接続に関する検討
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２．幹事会の主な活動状況

◆幹事会は平成16年度内に計5回開催された (下記)
◆幹事会においては、主な議題の他、JGNⅡの運用状況及び関連活動状況について事

務局より報告を受け、必要な対策を講じている
◆主な決定事項：
　・　JGNⅡの運用方針（日米回線、光テストベッドを含む）
　・　JGNⅡと他のネットワークとの相互接続方針
　・　JGNⅡシンポジウム開催要綱
　・　国際共同研究体制

◆幹事会は平成16年度内に計5回開催された (下記)
◆幹事会においては、主な議題の他、JGNⅡの運用状況及び関連活動状況について事

務局より報告を受け、必要な対策を講じている
◆主な決定事項：
　・　JGNⅡの運用方針（日米回線、光テストベッドを含む）
　・　JGNⅡと他のネットワークとの相互接続方針
　・　JGNⅡシンポジウム開催要綱
　・　国際共同研究体制

・研究推進部会の活動状況について
・会合等の開催スケジュールについて

・JGNⅡアクセスポイントの接続形態について
・国際共同研究体制について

・研究推進部会の進め方について
・利用促進部会の進め方について
・日米回線を用いた研究開発について

・今年度の活動状況と来年度の方針について

・推進会議報告事項について
東京平成17年 3月17日第５回

・現在の取組み状況について
・日米回線について
・今後の会合等の開催スケジュールについて

大阪平成17年 1月18日第４回

・現在の取組み状況について
・ＪＧＮⅡシンポジウムについて
・利用促進部会の活動状況について

東京平成16年11月19日第３回

・JGNⅡネットワーク構成の変更について
・OXC接続サービスの運用方針
・JGNⅡシンポジウムについて

東京平成16年 8月31日第２回

・光テストベッドの運用方針について
・日米回線の運用方針について
・他のネットワークとの相互接続の運用方針について
・JGNⅡシンポジウムの開催について

東京平成16年 6月21日第１回

主な議題開催地日時
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３．今後の活動方針

◆幹事会の今後の活動方針は、従来の方針に加え、３部会と共同で次の点について、重点的な活動を行う
　　・地域間及び利用者間の情報交換の場の設定、利用ノウハウに関わる情報提供、さらに地域の実態把握と支援を図る
　　・トラフィックモニタリングや接続性検証等JGN以来重視しているテーマについて、さらに研究内容を深め、
　　 ミドルウエアからアプリケーションに及ぶ幅広い分野における研究者の参画を図る
　　・国際共同研究の推進及び国際回線の環境整備を図る
◆幹事会開催予定：
　平成17年5月、7月、9月、11月
　平成18年1月（地方開催）、3月

◆幹事会の今後の活動方針は、従来の方針に加え、３部会と共同で次の点について、重点的な活動を行う
　　・地域間及び利用者間の情報交換の場の設定、利用ノウハウに関わる情報提供、さらに地域の実態把握と支援を図る
　　・トラフィックモニタリングや接続性検証等JGN以来重視しているテーマについて、さらに研究内容を深め、
　　 ミドルウエアからアプリケーションに及ぶ幅広い分野における研究者の参画を図る
　　・国際共同研究の推進及び国際回線の環境整備を図る
◆幹事会開催予定：
　平成17年5月、7月、9月、11月
　平成18年1月（地方開催）、3月

　 ▲（地方開催）　シンポジウム

　　△

△

～２ヶ月に１回程度WGを開催～　　　　　　△　利用促進部会

　　△　　　　△　　　　　△　　△　　　　△　　　　　△　幹事会

　　　　　　　 △

委員会会合等

　推進会議

平成１８年

１～３月１０～１２月７～９月

平成１７年

４～６月
活動

　　　　　△
　　　　　△

　　　　　△

　　　　　△ 　　　　　△
　研究推進部会

　ワークショップ 　　　　　△

　　　　　△　国際共同研究推進部会
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JGNⅡ運営方針の検討（１）

○基本的な運営方針及びAUPはJGNを踏襲
○ネットワークの提供条件
　　・研究開発ネットワークの品質は保証しない
　　・ネットワークの運営上必要な情報を収集する場合がある
○禁止事項
　　　①共同研究契約を締結しないで利用する行為
　　　②利用者が行う研究と無関係に利用する行為
　　　③直接に営利を目的として利用する行為
　　　④利用者以外の者に利用させる行為
　　　⑤ネットワークの運営を妨害する行為
　　　⑥法令や公序良俗に反する行為
　　　⑦その他、NICT（JGNⅡの管理者）が不適当と認める行為

○基本的な運営方針及びAUPはJGNを踏襲
○ネットワークの提供条件
　　・研究開発ネットワークの品質は保証しない
　　・ネットワークの運営上必要な情報を収集する場合がある
○禁止事項
　　　①共同研究契約を締結しないで利用する行為
　　　②利用者が行う研究と無関係に利用する行為
　　　③直接に営利を目的として利用する行為
　　　④利用者以外の者に利用させる行為
　　　⑤ネットワークの運営を妨害する行為
　　　⑥法令や公序良俗に反する行為
　　　⑦その他、NICT（JGNⅡの管理者）が不適当と認める行為

１　光テストベッドの運用方針
　　（１）安全基準
　　（２）ネットワークの技術的仕様の公開
２　日米回線の運用方針
３　他のネットワークとの相互接続の運用方針
４　OXC接続サービスの運用方針

１　光テストベッドの運用方針
　　（１）安全基準
　　（２）ネットワークの技術的仕様の公開
２　日米回線の運用方針
３　他のネットワークとの相互接続の運用方針
４　OXC接続サービスの運用方針

◆JGNⅡの基本的運用方針の決定◆JGNⅡの基本的運用方針の決定

◆その他、JGNⅡに関して以下の運用方針を決定◆その他、JGNⅡに関して以下の運用方針を決定

参考
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JGNⅡ運営方針の検討（２） 参考

◆JGNⅡの利用手続きに関する検討◆JGNⅡの利用手続きに関する検討

JGNⅡ利用者 NICT（情報通信研究機構）
JGNⅡセンター

研究計画書

内定のお知らせ

回線／設備の手配

回線接続工事

共同研究契約の締結

利用開始

JGNⅡの設定

工事完了の連絡

設定完了のお知らせ

既設回線を利
用して

新規研究を実
施する場合、不

要

回線／設備の手配

別の研究で共同研
究契約を既に締結
している機関につ

いては、
原則不要
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SW 回線終端
装置

ケース1:通信事業者の専用回線利用

ATM/イーサアクセス
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・1000Base-SX/LX
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JGNⅡへの接続形態の多様化を推進

■地域情報ネットワーク等との接続状況（平成17年3月現在利用中）

◆JGNにおいて課題とされていた足回り回線
の確保について、接続形態を多様化するこ
とにより、ユーザにより利用しやすい環境を
提供

◆特に、県などの地方自治体が整備する地
域情報ハイウェイとの相互接続を積極的に
推進することで、地方の利用者の積極的な
発掘に努めている

◆JGNにおいて課題とされていた足回り回線
の確保について、接続形態を多様化するこ
とにより、ユーザにより利用しやすい環境を
提供

◆特に、県などの地方自治体が整備する地
域情報ハイウェイとの相互接続を積極的に
推進することで、地方の利用者の積極的な
発掘に努めている

○接続済み
　・つくばWAN
　・福井情報スーパーハイウエイ（FISH)
　・岐阜情報スーパーハイウエイ
　・京都デジタル疎水ネットワーク
　・びわ湖情報ハイウエイ
　・兵庫情報ハイウエイ
　・岡山情報ハイウエイ
　・鳥取情報ハイウエイ
　・高知県新情報ハイウエイ
　・佐賀県高度情報通信基幹網
　・宮崎情報ハイウエイ２１（MJH21）
　・北九州e-PORT構想

○接続済み
　・つくばWAN
　・福井情報スーパーハイウエイ（FISH)
　・岐阜情報スーパーハイウエイ
　・京都デジタル疎水ネットワーク
　・びわ湖情報ハイウエイ
　・兵庫情報ハイウエイ
　・岡山情報ハイウエイ
　・鳥取情報ハイウエイ
　・高知県新情報ハイウエイ
　・佐賀県高度情報通信基幹網
　・宮崎情報ハイウエイ２１（MJH21）
　・北九州e-PORT構想

*上記以外のその他の接続については、利用者と個別に調整

参考
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国際連携の強化 参考

◆JGNⅡの国際共同研究推進、国際的知名度向上を目的
として、国際学会等との連携/協力を強化

・ 学会、シンポジウム等の共催・協力 （ GLIF,
iGrid2005, iPOINT, SAINT, SC2004, ）

・ 論文投稿
・ 相互接続、MoUの締結 （ APAN, IEEAF,

Internet2, NLR, StarLight）
※斜体は検討中のもの

◆国際回線を用いた研究開発・実証実験
　の推進

◆JGNⅡの国際共同研究推進、国際的知名度向上を目的
として、国際学会等との連携/協力を強化

・ 学会、シンポジウム等の共催・協力 （ GLIF,
iGrid2005, iPOINT, SAINT, SC2004, ）

・ 論文投稿
・ 相互接続、MoUの締結 （ APAN, IEEAF,

Internet2, NLR, StarLight）
※斜体は検討中のもの

◆国際回線を用いた研究開発・実証実験
　の推進
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